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で 

つ
く
ろ
う
！

　

      
宮
田
村
む
ら
づ
く
り
基
本
条
例

No. ４
発行：むらづくり
基本条例策定委員会
平成 26年 11 月

11
月
１
日
（
土
）
午
後
５
時
〜

　
む
ら
づ
く
り
基
本
条
例
に
ど
の
よ

う
な
項
目
を
載
せ
た
ら
い
い
の
か
、

前
回
の
委
員
会
以
降
に
住
民
、行
政
、

議
会
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
て
き

た
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

各部会の代表が集まった
第３回 策定委員会

  

住
民
・
議
会
・
行
政
部
会

　
し
ま
す
。

●
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

・
積
極
的
に
地
域
に
出
向
き
意
見
や

　
要
望
の
聴
取
に
努
め
ま
す
。

●
職
員
の
人
材
育
成
と
能
力
向
上

・
信
頼
さ
れ
る
職
員
と
な
る
よ
う
人

　
材
育
成
を
行
い
ま
す
。

住
民
部
会

●
住
民
主
役
の
む
ら
づ
く
り

・
行
政
主
導
で
な
く
村
民
が
考
え
る

　
村
。

●
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

・
隣
人
の
顔
が
見
え
る
環
境
、
お
互

　
い
に
声
を
掛
け
合
い
ま
す
。

●
行
政
区
へ
の
加
入
促
進

・
行
政
区
へ
の
加
入
を
促
進
し
ま
す
。

議
会
部
会

●
議
会
の
役
割

・
住
民
の
代
表
と
し
て
行
政
を
監
視

　
す
る
と
共
に
政
策
を
提
言
し
ま

す
。

●
資
料
の
公
開

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し

　
て
議
事
録
を
公
表
し
ま
す
。

●
個
別
議
員
の
賛
否
公
開

・
個
々
の
議
員
の
議
案
へ
の
賛
否
な

　
ど
を
積
極
的
に
公
開
し
ま
す
。

　
今
回
出
さ
れ
た
全
て
の
項
目
を
、

各
部
会
へ
持
ち
帰
り
、
条
例
へ
盛
込

む
べ
き
か
の
検
討
を
行
っ
て
く
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
今
後
の
策
定
委
員

会
で
住
民
、
議
会
、
行
政
の
３
者
が

意
見
交
換
を
し
て
条
例
の
項
目
を
決

定
し
て
い
き
ま
す
。

　
出
さ
れ
た
全
て
の
項
目
は
、
役
場

玄
関
ホ
ー
ル
の
む
ら
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
の
で
メ
ー
ル
や
提
言
箱
な
ど
で
ご

意
見
を
く
だ
さ
い
。

問
み
ら
い
創
造
課

　
　
　
　
　
　
☎
８
５
‐
３
１
８
１

 

条
例
に
載
せ
た
い
項
目
を
持
ち
寄
り
協
議

第
３
回 

策
定
委
員
会
　

役場入り口のロビーに設置されている
「むらづくりコーナー」

　
各
部
会
と
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
出
さ
れ
た

意
見
を
ま
と
め
な
が
ら
、
条
例
に
載

せ
た
い
項
目
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
３
部
会
で
約
１
４
０
項
目
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
３
部
会
に
共
通
す

る
項
目
を
確
認
し
た
後
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

各
部
会
か
ら
出
さ
れ
た

　 

条
例
に
載
せ
た
い
項
目
の
一
例

　
　
　
●
＝
条
例
に
載
せ
た
い
項
目

　
　
　
・
＝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
出

　
　
　
　
　
さ
れ
た
基
に
な
っ
た
意
見

行
政
部
会

●
積
極
的
な
情
報
発
信

・
村
は
行
政
情
報
を
積
極
的
に
提
供
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